
生物基礎における言語活動の試み

理科深田和人

理科において，昨年度より学習指導要領が施行された。本学習指導要領の柱の1つに，言語活動の充

実がある。生物基礎において，その試みの1つを行った。
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1．はじめに

昨年度より，理科の現行学習指導要領が施行され

た。本校では．l年次に生物基礎を，2年次に物理

基礎と化学基礎を履修しており，すなわち，生物基

礎は一通り終えたことになる。

現行学習指導要領の特徴の1つに言語活動の充実

がある（総則第5款5（1）各教科・科目等の指導

に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等を

育む観点から，基礎的・基本的な知識及び技能の活

用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対す

る関心や理解を深め，言語に関する能力の育成を図

る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動を

充実すること】))。また，文部科学省のホームペー

ジ（言語活動の充実に関する指導事例集く言語活

動の充実に関する指導事例集【高等学校版】〉第2

章言語の役割を踏まえた言語活動の充実）には，

(1)知的活動（論理や思考）に関することとして，

ア）事実等を正確に理解し，他者に的確に分かりや

すく伝えること，イ）事実等を解釈するとともに，

自分の考えをもつこと，さらにそれを伝え合うこと

で，自分の考えや集団の考えを発展させること2)，

が挙げられている。

理科における言語活動の例としては，実験結果の

グループディスカッションによる考察や，実験結果

のグラフ化による発表などがあるが，生物基礎にお

いては，このようなことができる実験はあまりない。

そこで，前述l)知的活動（論理や思考）に関する

ことに対応し，いわゆるレポート提出という型で課

題研究に取り組ませることにした。具体的には，以

下に示す様式である。

①～④のうちのいずれか1つを作成する。

課題①

授業で習ったことをより発展的に調べ，発表用

スライドまたはレポートを作成する（教科書の

「発展｣，「参考」も可)｡まとめ等として，感想を

入れる。単なるコピペにならないこと。

課題②

授業で扱わなかったことで，興味関心のある生

物事項を調べ，発表用スライドまたはレポートを

作成する。課題①同様，感想を入れること，単な

るコピペにならないこと。

課題③

授業で習ったことを，パワーポイントのアニ

メーションで表す。

例）細胞共生説DNAの複製体細胞分裂

腎臓抗体産生など

課題④

マンガ，アニメ，小説等に書かれている生命体

の現象を，生物学的に分析し，レポートにする。
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を書いた生徒の感想をいくつか紹介する。（他の課

題は，内容の一部を紹介するが，課題①に関しては

内容は省略する｡）

(2)課題②

課題②に関するものは62件と，ほぼ半数の生徒が

これに取り組んだ。テーマは多岐にわたっている。

生物関連

アリとクモウーパールーパウサギの消化

キリンの飼育 クジ ャク の羽 クマ ムシクラ

ゲゴキブリタコのパウロタコの不思議

ツチノコヌードマウスネコの威嚇ネッ

シーパンダの進化ヘビマンモスライオ

ンの霞会いたくない生物外来生物食虫植

物 動 物 の 産卵粘菌

人体・医療関連

ACL断裂ALS治療インフルエンザ

栄養分の吸収がん細胞(4)ドーピング

ランケルハンス島ラ島腺腫遺伝病外反母

趾 環 境 ホ ルモン筋肉のリミッター細胞か

ら人体へ視力低下人工血液人工臓 器

虫歯脳下垂体腺腫不老不治(3)目の色

薬剤耐性涙

その他

キメラデジ ャヴバードストライクバイ

オミミクリー（2）遺伝の法則観天望気

バイオハザード（2）進化生物災害 創 造

力

テーマを選んだ動機を書いてあるものとないもの

があり，書いてある場合は，「以前から興味があっ

た（クジャクの羽バイオハザードなど)｣，「自分，

家族のことを調べてみた（外反母趾ACL断裂な

ど)」等さまざまである。内容的には出来不出来の

差が大きく，やはりしっかりとした動機のある生徒

はかなり深いところまで掘り下げている。一方で，

そうない生徒は課題①同様，調べ学習にとどまり，

感想も不十分である場合が多かった。資料②として，

ペットのウサギについて調べたものを掲載した（パ

ワーポイントにより作成。スライド17枚。食べ物の

移動・吸収をアニメーションで表現）

(3)課題③

課題③に関するものは19件あった。

体細胞分裂細胞共生説遺伝子組換え血

液凝固（2）心臓内の血流腎臓(2)魚類の

浸透圧調節(2)免疫(5)ホルモン（2）膵

液の分泌自律神経系

2学期の授業で恒常性を扱ったこと，この分野に

はアニメーション化しやすい題材が多いことからか，

ほとんどがこの分野である。これらをはじめ，いず

れもアニメーションを上手に使い，生命現象を分か

りやすく説明している。一部の図，動きに誤りはあ

るものの，そこを修正すると授業の教材として充分

使えるものである。特に免疫は秀逸で，抗原提示か

らヘルパーT細胞によるB細胞の刺激，抗体産生を

みごとに表しているものもあった。

資料③には，ホルモン受容体を掲載する（実際は

もちろんアニメーションである)。

(4)課題④

課題④に関するものは13件あった。

APTX4869ウルトラマンの年齢ゴジラゴ

ム人間サザエさんのたまについてトトロの

秘密を探るドラゴンボールのセルバイバイ

ンピカチュウ（2）ヒトカゲポケモンの進
エクソシスト

化「青の祓魔師」のクロの巨大化

これらのうち，いくつかを簡単に紹介する。

「APTX4869」は，「名探偵コナン」でコナンが幼

稚化した薬品であり，その要因をアポトーシス，テ

ロメラーゼ，カスパーゼ等の面から分析した。

「トトロの秘密を探る」は，トトロの正体につい

て，「主食が木の実なのに肉球をもつ動物は存在し
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あふれ，入られない生徒も出てきた。このあたり，

他教科とシラバス等を調節し，生徒の負担が大きく

ならないようにする必要があろう。

最後に，作成過程において，個々の生徒に対して

の指導がしにくいことがある。作成中のパソコンの

画面を覗きながら多少のアドバイスはできるが，最

終的には生徒のヤル気の問題となる。それも含めて

課題学習と言えばそれまでだが，何か一工夫したい

ものである。全文をインターネットからコピーした

だけの生徒が，少なくとも3名（うち,1名の文中

には「このサイトのテーマでもあるように」という

文があった）おり，このあたりの指導も含め，情報

科との連携も模索したいと考える。

以上，生物基礎だけでなく，課題作成形式一般の

問題であり，また他にも考慮しなければならないこ

とがあるかもしれない。生徒にとってより良い方向

を模索したいと思う。

5．終わりに

教員として生物を教えて30年近くなる。当初から，

生物に関するレポート作成をさせたいさせたいと

思っていた。今回，その機会を得ることができたが，

課題も多かった。作成課題そのものも「何でもあ

り」としたことにも多少の問題があるようにも思え

る。今年度以降，課題のテーマをある程度限定する

など，いろいろと試行錯誤しながら改善していきた

い○

注：

1)高等学校学習指導要領平成21年3月告示文

部科学省

2)http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-

cs/gengo/1322415.htm

資料①課題①感想例

．「もし,iPS細胞が実用化されたら」

iPS細胞は開発されたばかりなのでまだまだ問題

点もある。例えば，マウスなどの動物実験では成功

したものの，人間での臨床実験ではどうなのか，

また,iPS細胞の「ガン化」の危険性が少なからず

あること，そして，倫理面や，法の整備，費用面な

どの医療以外での問題点が挙げられる。それに，

iPS細胞から特定の臓器を形づくるようにする方法

は，まだこれからであるという大きな問題も残って

いる。iPS細胞は，良い面だけを見ると，「奇跡の細

胞」と言っても過言ではないくらい医療にとって大

きな一歩となっただろう。しかし，これらの問題を

すべてクリアしていかないと，実用化は難しいと思

う。iPS細胞とともに医療も発展していってほしい

と思う。そして，この世界から治せない病がなく

なってくれたらいいと思う。

．「ヒトゲノムの特性」

授業でケノムを習ったときは，難しすぎて正直よ

くわからなかった。でも，今回（ヒト）ケノムにつ

いて詳しく調べてみて，22種類の常染色体とX・Y

の2種類の性染色体があることやゲノムに存在する

一塩基多型の組み合わせによって一人一人の個性が

変わることなど新たに知ったことも多かった。また，

一人ひとりの遺伝情報に合わせた治療の研究も進ん

でいるということで，実用化される日が早く来てほ

しいな－と思った。
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資料⑤課題⑤「小説生体防御」第1章

出動サイレンは，時間を選ばない。

「解ってるよ，もう！」

ティノは靴紐を結びながら，耳元で「出動セヨ，

出動セヨ」と言い続けるヘッドフオンに対して文句

を言った。

ようやく結び終え，マクロファージから転送され

た抗原確保位置を右眼のミニスクリーンに表示させ

る。ティノはスクリーンで赤く点滅している地点へ

と，入り組んだ大廊下を駆けた。

「遅かったじゃないか，ティノ」

その場所へ着くや否や，テイノの友人一テイル

が言う。彼の前には白っぽい，のぺっとした，テイ

ノよりも少し大きいアメーバ状の生き物一マクロ

ファージがいた。ぴょこんと生えた触角のようなも

のが，どことなくかわいらしい。テイルは手元に半

透明の小さなスクリーンを浮かばせ，マクロファー

ジから情報を受け取っているようだった。

「抗原情報は」とテイル。「もう俺がもらっちまっ

たぞ」

「見てればわかるよ」ティノは頬を膨らませる。

「Bは呼んだの？」

「もちろん」とテイル。「忘れるとでも思ったか？」

「ちえ」ティノは自分の前髪をいじった。「なんで

いつも，テイルばっかりかなあ」

「日ごろからの訓練の差だな」テイルは鼻で笑った。

「訓練もなにも，日ごろは巡回してるだけじゃん」

ティノがそう言った，そのとき。

「あ，来た」ティノはテイルの斜め後ろを指差した。

テイルが振り向く。

「お呼びでしょうか」登場した小柄なアンドロイド

ー通称「B」は，流暢な言葉でテイルに訊く。

「認証開始」テイルは自分の手元のスクリーンを，

Bにかざした。

途端，半透明のスクリーンは黄金色に輝きだした。

Bがそれに呼応するように光り始める。ティルー

ヘルパーから,Bへと抗原の情報が受け渡されてい

るのだ。

「きれいだよね」とティノ。「いつ見ても」

「それはお前が」とテイル。「見慣れてないからさ。

いずれつまらなくなる」

スクリーンの輝きが少しずつ弱まり始める。しば

らく待っていると，スクリーンが輝いているのかど

うかすら解らなくなり，そのころにはBの光も完全

に失われていた。

「認証，完了しました」とB・「抗体産生アンドロ

イドに変態しますか？」

「はい」とテイル。

「かしこまりました」

そう言うと,Bはさっきとは違った色に光り始め

た。形も少しずつ変わっていく。

「俺が思うに」Bが光るのを見ながら，テイルは言

う。「このプロセスは無駄だな」

「どの？」

「抗体産生アンドロイドに変態しますか，はい，の

とこだよ」とテイル。「ばっさりカットして，どん

な不都合がある？」

「一応言うけど,Bは免疫記憶アンドロイドにも変

態できるんだよ」とティノ。「二次応答（再び同じ

抗原が入ってきたときに，即座に抗体を多量に産生

すること）のためには，欠かせない機構なんだし」

「もちろん知ってるさ」不満そうにテイル。
サイマス

「Thymusでの成績は，俺のほうが上だったしな」

「うるさいよ」

いやそうにそう言いながら，テイノはBのほうを

見る。変態は9割以上進んでおり,Bの形はすっか

り変わっていた。体は少し大きくなり，その手は銃

のようなものに変化している。

「変態，完了しました」B－いや，抗体産生アン

ドロイドは，さっきよ.りも少し低い声で言った。

「戦闘へ向かいます」
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「任せたぞ」とテイル。

「かしこまりました」アンドロイドはそう言うと，

ゆっくりと歩いて行った。

「じゃ，おれは行くわ」アンドロイドが歩いていく

のを見送ってから，テイルはティノの肩をたたいた。

「お前も頑張れよ」

「あ，うん」とテイノ。

「じゃな」アンドロイドが向かったのとは反対方向

へと進みながら，テイルは手を振った。

「じゃね」ティノは，小さく手を振った。

ふう，とティノは息をつく。気づけばテイルは見

えなくなっていた。

「･･…．いいよな，テイルは」

耳を澄ませば，アンドロイドが進む音がする。

ティノはなんとなく，その後を追った。

(第2章以下略）
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